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研究成果の概要（和文）：本研究では、里山の生物多様性を広域にわたり保全する方策として、里山の象徴種猛
禽サシバの生息地保全に農地の栽培体系がどう貢献しているか、気候帯の違う複数地域での解明を目的とした。
その結果、サシバ分布北限にあたる北東北では、田植え時期は温暖な関東よりわずかに遅い程度で、サシバはた
め池の多い農地で繁殖していること、カエル類はため池周辺で高密度に分布していることが明らかになった。サ
シバ分布南西部にあたる九州中北部では二毛作が盛んで田植え時期が関東より1か月遅く、主な餌生物のカエル
類がほとんど生息していなかった。そして、バッタ類の生息する草地がサシバの重要な生息地として機能してい
ることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：As a measure to conserve biodiversity in 'satoyama' landscapes over a wide 
area, this study aimed to clarify how the agricultural systems  contributes for habitat 
conservations of gray-faced buzzards, a symbol of 'satoyama' landscapes, in multiple regions 
belonging to different climatic zones. Our results showed that in the northern Tohoku region, which 
is the northern limit of the distribution of the buzzards, the rice planting season is slightly 
later than in the warmer Kanto region, buzzards were tended to breed in farmland with many farm 
ponds, and frogs are distributed in high densities there. In the north-central Kyushu region, 
southwest of the range of the buzzards, the rice planting season is one month later than in the 
Kanto region due to the prevalence of double cropping, and frogs, the main prey species, are rarely 
found there. Grasslands inhabited by grasshoppers were found to be an important habitat for the 
buzzards.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、高次捕食者であるサシバの生息地選択に対し、気候帯という大スケールの条件だけでな
く、 二毛作の有無など栽培体系の地域差が、強く関係していることを解明した点にある。これまでの研究で
は、高次捕食者の生息地選択の地域差を生じる要因として、気候条件のみが注目されていた。社会的意義は、急
速に全国各地に広がりつつある里山保全活動を進める上で、その象徴として重要な役割を担うサシバに象徴され
る生物多様性の保全を進める上で、二毛作の有無といった栽培体系の違いを組み込む重要性を示した点にある。
生物多様性豊かな里山を保全する戦略は、農地の栽培体系の特徴を踏まえた上で策定される必要がある

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景

特定種の生息地保全を目的とした研究では、そのほとんどが調査しやすい特定地域のみで進め

られ、別地域での生息地管理や保護区選定などにも、その特定地域の成果を適用する場合が多
い。猛禽などの高次捕食者では、特にその傾向が著しい。

しかし、対象とする猛禽にとって好適な景観構造が、気候帯のちがう地域で違っている	ことが

近年明らかにされている。たとえば、里地里山保全活動の象徴種とされる猛禽サシバでは、本州
中部で重要と見なされてきた景観要素が、分布北限の東北や分布南西部に位置する九州では重要
ではないという状況が明らかになった1。

このような地域差が生じる要因として、本研究では、気候帯の違いによって生じる農地の栽培

体系と餌生物相の違いに注目する。栽培体系とは、どの作物をいつどれくらい栽培するかといっ
た農業活動の様式を指す。この栽培体系の違いは、農地の種類や配置の時空間変化を通して、地
域の景観構造に強く影響すると考えられる。

気候帯の違う地域では、同じ水田でも稲の品種や二毛作など稲作期以外の作物生産の種類や量

が異なる。さらに、気候帯の違う地域間では、生物相全体も入れ替わる。その結果、たとえ類似
した農地の広がる景観でも、捕食者が利用できる餌生物の種や生息密度、発生時期が異なってい
る可能性がある。


２．研究の目的

里山の生物多様性を広域にわたり保全する方策として、里山を主な生息地とする猛禽の生息地

保全に農地の栽培体系がどう貢献しているか、気候帯の違う複数地域での解明を目的とした。

具体的には、気候帯のちがう2つの地域それぞれを対象に、猛禽の繁殖分布と、農地を構成する

景観要素の関係を、耕作放棄地や草地など農業活動によって年々変化する景観要素の分布も抑え
た上で、解析する。加えて、猛禽の主要な餌生物の分布と景観要素の関係も明らかにする。さら
には、農地の栽培体系として二毛作に注目し、二毛作が優先する地域とそうでない地域でも、同
様の関係を調べることを目的とする。


３．研究の方法

調査対象として、里地里山の保全活動の象徴とされる高次捕食者サシバを主な調査対象とし

た。サシバの生息地選択の研究が比較的進んだ関東地方と気候帯のちがう地域として、東北中東
部と九州中北部を2つの地域を選んだ。農業体系として二毛作の有無に注目した。二毛作の多い地
域では、水田の田植え時期が1か月程度遅くなる。二毛作の盛んな地域は関東以北にも存在する
が、それらの二毛作地帯ではサシバが生息しない場合がほとんどである。そこで、二毛作地帯で
あってもサシバが高密度で生息する調査地として、九州北部と同中部を調査地とした。

サシバの繁殖期である4月から7月にかけ、それぞれの地域に設置した調査区画内をくまなく踏

査し、サシバとその繁殖に影響する可能性のある猛禽ノスリの分布を記録するとともに、確認で
きた場合は巣の位置、個体の採食地点や餌生物の種類、なわばり防衛行動などの位置も記録し
た。

サシバの分布調査と並行して、サシバの主な餌生物として記録されているカエル類とトカゲ類

とヘビ類、バッタ類、ネズミ類の分布調査も行なった。カエルやトカゲ、ヘビ、バッタの分布
は、水田の畔と草地内に設置した調査コース沿いに一定時間(5分)一定速度(時速約2km)で移動し
ながら確認した種と個体数を記録した。ネズミの分布は、シャーマントラップの捕獲率と巣穴増
加率のあいだに相関があることを確認の上、畦沿いに設置した調査区画(20m	x	1m)のネズミの巣
穴数を4ｰ5日間連続で調査し、巣穴増加率を調べた。

上記の期間と、必要に応じて秋と冬に、調査地域内の耕作放棄地や草地など、地図では測定で

きない土地利用や植生調査を、すべての調査区画を対象に実施した。


４．研究成果

サシバ分布北限にあたる北東北では、田植え時期は温暖な関東よりわずかに遅い程度で、少な

くとも水田の農事暦に関しては、栽培体系が関東地方と似ていた。その一方で、5月から7月にか
けて降水量が関東よりも少ないという気象条件のちがいから、農業用の水の確保のために小規模
なため池がつくられ、それが現在も維持されていることが分かった。そして、サシバの主要な食



物であるトウキョウダルマガエルがため池周辺で高密度に生息していること、サシバはため池の
多い農地で繁殖していることが明らかになった。

サシバ分布南西部にあたる九州中北部では二毛作が盛んで田植え時期が関東より1か月遅く、主

な餌生物のカエル類がほとんど生息していなかった。そして、バッタ類の生息する草地と森林の
境界線がサシバの重要な生息地として機能していることが明らかになった。加えて、同じ九州中
北部でも、二毛作が行なわれておらず、田植え時期が関東とほぼ同じかより早い地域がわずかで
はあるが存在し、その地域では、分布中心の関東地方と同様に水田と森林の境界線がサシバに
とって重要な生息地であることが示された2。


図.	草地と森林の境界線の長さ	(横軸)	とサシバの生息確率	(縦軸)	の関係	(文献2	Figure	
4より).	オレンジは二毛作の多い地域	(田植えの遅い地域)	で,	青は二毛作の少ない地域	
(田植えの早い地域).	GLM	でモデル選択	(AIC<2)	した結果.


本研究の学術的意義は、高次捕食者であるサシバの生息地選択に対し、気候帯という大スケー
ルの条件だけでなく、	二毛作の有無などより小スケールで見られる栽培体系の地域差が、強く関
係していることを解明した点にある。体サイズも大きく移動能力の高い高次捕食者であっても、
気候帯よりも小さなスケールで生息地選択の差異が生じることが、初めて明らかにされたのであ
る。これまでの研究では、高次捕食者の生息地選択の地域差を生じる要因として、気候条件のみ
が注目されていた。

本研究の社会的意義は、高次捕食者サシバに象徴される里山における生物多様性の保全を進め

る上で、例え同じ気候帯に属する地域であったとしても、二毛作の有無といった栽培体系の違い
を組み込む重要性を示した点にある。農地の栽培体系は、保全活動を進める多くの人々にも得や
すい情報であり、その特徴を踏まえた上で、農地景観の保全戦略の構築と実践はより実現しやす
く、明確な効果も期待できる。
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Prey species. !e prey survey in the paddies showed that the rice frog (F. kawamurai) was by far the most 
abundant (mean abundance in each transect: 2.67 ± 3.02 individuals) in comparison to the black spotted pond 
frogs (Rana nigromaculata; 0.08 ± 0.31), the Japanese tree frogs (Dryophytes japonica; 0.01 ± 0.12), and the Japa-
nese red frogs (Rana japonica; 0.01 ± 0.07). !e abundance of rice frogs was higher in the early transplant-
ing regions (northern region: 3.28 ± 3.52 individuals, central region: 3.28 ± 2.64 individuals) than in the late 
transplanting regions (northern region: 1.59 ± 2.29 individuals, central region: 2.74 ± 3.14 individuals). For the 
analysis of the relationship between rice frogs and land use, ∆AIC of the null model was 49.3, and there were 
10 competing models. !e model averaging (Fig. 7) showed that $ooding in the %elds and earthen ditches had 
positive e&ect, while surrounding dry (non-$ooded) paddies and forest, and the area of paddy %eld had negative 

Figure 4.  !e relationship between breeding buzzards and grassland-forest edge length. Blue dots represent 
the data in early transplanting regions and yellow dots represent the data in late transplanting regions. !e solid 
lines represent the regression curve estimated from the smallest AIC model including interaction term and the 
dotted lines represent the 95% credible interval.

Figure 5.  !e estimated model averaged coe'cients of the buzzards model in the early and late transplanting 
regions. Error bars represent standard errors.

Figure 6.  (a)!e relationship between breeding buzzards and paddy-forest edge length in early transplanting 
regions, and (b) the relationship between breeding buzzards and grassland-forest edge length in late 
transplanting regions. Dots represent the data of each blocks. !e solid lines represent the regression curve 
estimated from the smallest AIC model in the early and late transplanting regions and the dotted lines represent 
the 95% credible interval.
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